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郷土料理

かつて国
くにさき
東は狭

せま
い田

た
んぼが多

おお
く、雨

うりょう
量も少

すく
ないため、米

こめづく
作りには厳

きび
しい環

かんきょう
境でした。そのため、裏

うらさく
作ででき

る麦
むぎ
も大

たいせつ
切な食

しょくざい
材です。山

さんかんぶ
間部では身

みぢか
近にとれる農

のうりんさんぶつ
林産物を、沿

えんがんぶ
岸部では海

かいさんぶつ
産物を使

つか
って工

くふう
夫した素

そぼく
朴な

郷
きょうど
土料

りょうり
理が受

う
け継

つ
がれています。また、厳

きび
しい環

かんきょう
境のために神

しんぶつ
仏への信

しんこう
仰が深

ふか
く、人

ひと
の和

わ
を大

たいせつ
切にし、祭

まつ
り

や行
ぎょうじ
事には精

せい
いっぱいの料

りょうり
理で感

かんしゃ
謝を表

あらわ
してきました。近

きんねん
年では海

うみ
の幸

さち
を取

と
り入

い
れた魅

みりょくてき
力的な料

りょうり
理が食

た

べられています。今
こんご
後は新

あら
たな特

とくさんひん
産品も活

かつよう
用した料

りょうり
理の開

かいはつ
発が期

きたい
待されています。

野
やさい
菜を炒

いた
める音

おと
がおらんで（叫

さけ
んで）いるように聞

き
こえるなど名

めいしょう
称の

由
ゆらい
来には色

いろいろ
々な説

せつ
があります。　

塩
しお
だけで味

あじ
を調
ととの
え、硬

かた
めに練

ね
ると芋

いも
の甘

あま
みや粉

こな
の旨

うまみ
味が引

ひ
き

立
た
ちます。

国
くにさき
東でたくさん獲

と
れていたエソ。骨

ほね
も身

み
も一

いっしょ
緒にご飯

はん
に炊

た
き

込
こ
みます。

大
おとな
人は農

のうさぎょう
作業で忙

いそが
しいので、打

う
つのは子

こ
どもの仕

しごと
事。野

やさい
菜を炒

いた
めた

「けんちゃん」をかければ、ごちそうになりました。

粉
こな
を多

おお
めの水

みず
で溶

と
きスプーンで落

お
とす作

つく
り方

かた
は簡

かんたん
単で柔

やわ
らかいです。

食
しょくざいばんごう
材番号

食
しょくざいばんごう
材番号

食
しょくざいばんごう
材番号

食
しょくざいばんごう
材番号

食
しょくざいばんごう
材番号

工
くふうてん
夫点（例

れい
）

工
くふうてん
夫点

工
くふうてん
夫点

工
くふうてん
夫点

工
くふうてん
夫点 このページで紹

しょうかい
介している料

りょうり
理は、国

くにさきし
東市食

しょくせいかつ
生活

改
かいぜんすいしんきょうぎかい

善推進協議会が選
えら

んだ、みんなに食
た

べてほしい

郷
きょうどりょうり

土料理だよ。QRコードにアクセスして、郷
きょうどりょうり

土料理

の作
つく

り方
かた

を調
しら

べてみよう !

①お米
こめ

⑧人
にんじん
参

⑮むかご ⑯かぼちゃ ⑱エソ ⑲タコ ⑳イワシ ㉑タチウオ⑰わらび

②小
こむぎ
麦

⑨さといも

③大
おおむぎ
麦

⑩小
こ
ねぎ

④なす

⑪しいたけ

⑤にがうり

⑫ごぼう

⑥サツマイモ

⑬白
はくさい
菜

⑦大
だいこん
根

⑭たけのこ

●豚
ぶたにく
肉を一

いっしょ
緒に炒

いた
めてみたい

●にがうりをパプリカや玉
たま
ねぎに変

か
えてもおいしそう

②④⑤

●オランダ（「こねり｣とも呼
よ

ぶ）

●切
き

り込
こ

みもち（「石
いしがき

垣もち」とも呼
よ

ぶ）

●えそ飯
めし

●おどろ（うどん）

●だんご汁
じる

昔
むかし

から食
た

べてきた食
しょくざい

材を利
りよう

用して、郷
きょうどりょうり

土料理が伝
つた

わってきたんだ。「オランダ」の

例
れい

にならって、食
しょくざい

材を探
さが

して番
ばんごう

号を書
か

いてね。どんな料
りょうり

理か調
しら

べて、実
じっさい

際に作
つく

って

食
た

べてみよう！ 自
じぶん

分なりに工
くふう

夫できる点
てん

や、やってみたいことはあるかな？

国
くにさき
東で食

た
べられてきた食

しょくざい
材

大
おおいた
分の郷

きょうどりょうり
土料理 くにさきの郷

きょうどりょうり
土料理
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郷土料理

一
いちじゅういっさい
汁一菜

ドースイ ふかし芋
いも
（サツマイモ）

昭
しょうわ

和の初
はじ

めごろの話
はなし

だけど、みんなの何
なんだいまえ

代前の人
ひと

たちのことかな? そのころの

食
しょくじ

事は、簡
かんたん

単なものだったんだ。でも、お祭
まつ

りや行
ぎょうじ

事の時
とき

には、特
とくべつ

別な料
りょうり

理を作
つく

って

神
しんぶつ

仏にお供
そな

えし、ごちそうを楽
たの

しみにしていたんだよ。改
あらた

めて「食
た

べること」の

大
たいせつ

切さを考
かんが

えてみよう。

麦
むぎめし

飯の米
こめ

と麦
むぎ

の割
わりあい

合は1対
たい

1か、

麦
むぎ

の方
ほう

が多
おお

い家
かてい

庭もあったんだ。

今
いま

では麦
むぎ

の栄
えいようか

養価が見
みなお

直されて

いるので、麦
むぎい

入りのご飯
はん

を炊
た

いて

食
た

べてほしいなあ。

昔
むかし

のお接
せったい

待とは違
ちが

って、今
いま

はお菓
かし
子を配

くば
る所
ところ

が多
おお

く

なったね。

普
ふだん

段のおやつは、ふかし芋
いも

 （サツマイモ)！

日
にちじょう
常の食

しょくじ
事

祭
まつ
り・行

ぎょうじ
事の食

しょくじ
事

お接
せったい

待

米
こめ
は貴

きちょう
重なので、朝

ちょうしょく
食と昼

ちゅうしょく
食の主

しゅしょく
食は麦

むぎめし
飯です。朝

あさ
に多

おお
めに炊

た
きました。おかずは季

きせつ
節の野

やさい
菜のみそ

汁
しる
と漬

つけもの
物。昼

ちゅうしょく
食は、朝

ちょうしょく
食の残

のこ
りとたまに野

やさい
菜や山

さんさい
菜の煮

にもの
物、酢

す
の物

もの
などが付

つ
きます。夕

ゆうしょく
食はおどろ（う

どん）を中
ちゅうしん
心にドースイ（雑

ぞうすい
炊の方

ほうげん
言）、芋

いも
がゆ、だんご汁

じる
など、米

こめ
の少

すく
ない食

しょくじ
事でした。

結
けっこん
婚の祝

いわ
い膳

ぜん
。鯛
たい
を向

む
かい合

あ
わせ

に盛
も
り付

つ
けました。

正
しょうがつ
月や祭

まつ
りなどは、小

あずき
豆あんを入

い

れて白
しろ
もちやふつもち（よもぎも

ち）をつきました。

よつまわり膳
ぜん
（精
しょうじんりょうり
進料理）。伝

でんとうてき
統的

な料
りょうり
理でおもてなしをします。

9月9日の重
ちょうよう
陽の節

せっく
句。栗

くりばし
箸で食

た

べると長
ながい
生きするとの言

い
い伝

つた
え

があります。

日
にちじょう
常の食

しょくじ
事と区

くべつ
別され、白

はくまいめし
米飯、もち、赤

せきはん
飯、おはぎなど、祭

まつ
りや行

ぎょうじ
事によって炊

た
き分

わ
けられました。

田
たう
植えは近

きんじょ
所の人

ひと
たちと「助

たす
け合

あ
い（まくり）」をします。田

たう
植えを頼

たの
む家

いえ
は、朝

あさはや
早くからこびり（おや

つ）をたくさん準
じゅんび
備し、食

た
べてもらっていました。 国

くにさき
東では、人

じんせい
生の節

ふしめ
目にもちが重

じゅうよう
要な役

やくわり
割を果

は
たします。

1歳
さい
の誕

たんじょうび
生日に「誕

たんじょう
生もち」をつき、もちの上

うえ
を歩

ある
かせる

祝
いわ
い、同

どうねん
年の人

ひと
が死

し
んだら「耳

みみ
フタギもち」で死

し
を広

ひろ
めな

いようにするなどの呪
じゅほう
法が行

おこな
われました。もちは「稲

いなだま
霊が

宿
やど
り、大

おお
きな力

ちから
を与

あた
えてくれるもの」といいます。

弘
こうぼうだいし
法大師（おこぼさま）にお参

まい
りする行

ぎょうじ
事で

す。「座
ざもと
元」と呼

よ
ばれる担

たんとう
当の人

ひと
がお米

こめ
と

地
じごな
粉（小

こむぎこ
麦粉）を集

あつ
めてご飯

はん
やうどんを作

つく
り、

お参
まい
りの人

ひと
に振

ふ
る舞

ま
います。

鯛
たい

めん

白
しろ

もち・ふつもち

切
き

り込
こ

みもち

炭
たんさん

酸まんじゅう

修
しゅじょうおにえ

正鬼会の料
りょうり

理 栗
くり

おこわ

切
き

り込
こ

みもちや炭
たんさん

酸まんじゅ

うは、田
たう
植えのこびりとしてふ

るまわれたよ。これが何
なに

よりの

楽
たの

しみだったんだ！

現
げんざい

在の国
くにさき

東のおもてなし料
りょうり

理を考
かんが

えてみよう！

みんなは、国
くにさきしがい

東市外から来
こ

られたお客
きゃく

さんに、どんな料
りょうり

理をごちそうしたいかな？

海
うみ

の幸
さち

・原
げんぼく

木しいたけ・トマト・小
こ

ねぎ・バジル・オリーブオイル......

みかん・いちご・キウイフルーツなどのデザートもおいしいよね！

国東の「もち」の文
ぶんか
化

「もちふみ」「もちかるい」の様
ようす
子
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④-2｜国東の
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祭り･
でんとうげいのう

伝統芸能

国
くにさき
東は古

ふる
くから山

やま
や巨

きょせき
石、巨

きょぼく
木に神

かみ
が宿

やど
るという原

げんししんこう
始信仰を母

ぼたい
体に、神

かみ
と仏
ほとけ
が融

ゆうごう
合（神

しんぶつしゅうごう
仏習合）した地

ちいき
域で

す。その影
えいきょう
響を受

う
け、他

ほか
の地

ちいき
域とは異

こと
なる多

たしゅたよう
種多様な祭

まつ
りが受

う
け継

つ
がれています。人

ひとびと
々は村

むら
の「和

わ
」を尊

とうと
び

連
れんけい
携し、無

むびょうそくさい
病息災や五

ごこくほうじょう
穀豊穣を神

しんぶつ
仏に祈

いの
り、祭

まつ
りに託

たく
しました。祭

まつ
りは春

はる
の祈

きがんさい
願祭、災

わざわ
いや穢

けが
れを祓

はら
う夏

なつ
祭
まつ

り、豊
ほうさく
作を感

かんしゃ
謝した秋

あき
祭
まつ
りなどがあります。

神
しんぶつしゅうごう
仏習合が浸

しんとう
透し、その影

えいきょう
響を受

う
けた国

くにさき
東の祭

まつ
りは令

れいわ
和4年

ねん
現
げんざい
在、国

くにしてい
指定2件

けん
、国
くにせんたく
選択1件

けん
、県

けんしてい
指定2件

けん
、

県
けんせんたく
選択2件

けん
で、県

けんか
下でもトップクラスです。多

おお
くの祭

まつ
りは稲

いね
の生

せいいく
育に沿

そ
って行

おこな
われています。

吉
よしひろがく
弘楽（ユネスコ無

むけいぶんかいさん
形文化遺産）（国

くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい
指定重要無形民俗文化財）

岩
いわとじしゅじょうおにえ
戸寺修正鬼会（国

くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい
指定重要無形民俗文化財） 成

じょうぶつじしゅじょうおにえ
仏寺修正鬼会（国

くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい
指定重要無形民俗文化財）

御
おんたうえまつり
田植祭（県

けんしていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財）

岐
きべこどもししまい
部子供獅子舞（市

ししていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財）

田
たぶかてんまんしゃ
深天満社お練

ね
り

ホーヤク祭
まつり

（市
ししていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財）

地
ちいき
域のお堂

どう
のお参

まい
り（武

むさしまち
蔵町） 丸

まるおのこどもしゅじょうおにえ
小野子供修正鬼会

（市
ししていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財）

善
ぜんじょうまつり
神王祭（市

ししていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財） 川

かわふねまつり
舟祭（市

ししていむけいみんぞくぶんかざい
指定無形民俗文化財）

水
みずかけまつ
掛祭り[住

すみよしたいさい
吉大祭]

桜
さくらはちまんしゃ
八幡社夏

なごしたいさい
越大祭

流
やぶさめ
鏑馬（県

けんせんたくむけいみんぞくぶんかざい
選択無形民俗文化財） ケベス祭

まつり
（国

くにせんたくむけいみんぞくぶんかざい
選択無形民俗文化財）

祭
まつ

り

令
れいわ
和4（2022）年

ねん
、吉
よしひろがく
弘楽は

「ユネスコ無
むけいぶんかいさん
形文化遺産」

になったよ。一
いちど
度、途

とだ
絶えた

けど、江
えどじだいごろ
戸時代頃から再

さいこう
興

されたんだよ。

すごいね！

無
むしてい
指定だけど、各

かくちいき
地域で行

おこな
われている地

じぞうまつ
蔵祭り・観

かんのん
音祭
まつ
り・十

じゅうおう
王祭

まつ
り・

庚
こうしん
申祭
まつ
りなどの小

こまつり
祭は、講

こうぐみ
組などによって受

う
け継

つ
がれているんだ。



伝統芸能
でんとうげいのう

年中行事
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④-2｜国東の
まつ

祭り･
でんとうげいのう

伝統芸能

娯
ごらく
楽が少

すく
ない時

じだい
代、神

しんじぎれい
事儀礼の神

かぐら
楽もまた、娯

ごらく
楽の一

ひと
つに数

かぞ
えられました。神

かぐら
楽は、降

こうりん
臨した神

かみ
をも

てなす神
かんまい
舞として演

えん
じられています。

年
ねんじゅうぎょうじ
中行事は、地

ちいき
域の神

じんじゃ
社や寺

じいん
院で行

おこな
うもの、各

かくしょくぎょうべつ
職業別に行

おこな
うもの、各

かくかてい
家庭で受

う
け継

つ
がれているものとに分

わ

けられます。大
おおぜい
勢の人

ひと
で行
おこな
う行

ぎょうじ
事は、祭

まつ
りと呼

よ
ばれることもあります。各

かくかてい
家庭の年

ねんじゅうぎょうじ
中行事は、正

しょうがつ
月の準

じゅんび
備

から正
しょうがつむか
月迎えの行

ぎょうじ
事が最

もっと
も多

おお
く、続

つづ
いてご先

せんぞ
祖を迎

むか
える盆

ぼんぎょうじ
行事がこれに続

つづ
きます。

※旧
きゅうれき
暦で地

ちいき
域により月

つき
がずれることがあります。

武
たけたづかぐら
多都神楽

手
てのかぐら
野神楽

国
くにみかぶき
見歌舞伎

豊
ぶんごまんざい
後漫才 豊

ぶんごじょうるり
後浄瑠璃

神
かんまい
舞

富
とみながかぐら
永神楽

国
くにさきかぐら
東神楽

実
じっさい
際に参

さんか
加したり、見

み
たりしたことのあるものはあるかな？

歌
かぶき
舞伎は、江

えどじだい
戸時代に発

はったつ
達

した、音
おんがく
楽や舞

ぶよう
踊が一

いったい
体と

なった演
えんげき
劇。

浄
じょうるり
瑠璃は、三

しゃみせん
味線を伴

ばんそう
奏と

して物
ものがたり

語を語
かた
って聴

き
かせ

る「語
かた
り物
もの
」のひとつだよ。

五
ごせっく
節句には元

がんたんむか
旦迎え・雛

ひなぜっく
節句・端

たんご
午の節

せっく
句・七

たなばた
夕・重

ちょうよう
陽の節

せっく
句があるよ。

他
ほか
にも観

かんげつ
月など、季

きせつ
節の移

うつ
りかわりの行

ぎょうじ
事を家

かぞく
族で楽

たの
しんでいるんだよ。

国
くにさき

東の主
おも

な年
ねんじゅうぎょうじ

中行事
1 月
がつ

………正
しょうがつぎょうじ

月行事　
2 月
がつ

………節
せつぶん

分　
3 月
がつ

………雛
ひなぜっく

節句、お接
せったい

待※　
5 月
がつ

………端
たんご

午の節
せっく

句

7 月
がつ

………七
たなばた

夕、田
た

ほめ、お接
せったい

待※

8 月
がつ

………盆
ぼんぎょうじ

行事
9 月
がつ

………重
ちょうよう

陽の節
せっく

句（栗
くりぜっく

節句）
　　　　　十

じゅうごや
五夜（芋

いもめいげつ
名月）

初
はつもうで
詣・元

がんたんむか
旦迎え（正

しょうがつ
月・1月1日）

お接
せったい
待※（3月21日、7月21日） 端

たんご
午の節

せっく
句（5月5日） 七

たなばた
夕（7月7日）

舟
ふな
つくり倉

くら
つくり※（1月14日） 雛

ひなぜっく
節句（3月3日）

精
しょうろうなが
霊流し（盆

ぼん
）（8月16日） 十

じゅうごや
五夜（9月） 山

やまど
人（10月第

だい
4土

どようび
曜日）




